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第２章 施設入所高齢者 調査結果のまとめ 

【【１１．．調調査査のの対対象象ととななっったた方方ににつついいてて】】  

回答者の構成において、年齢階級では、後期高齢者の割合が 91.6％と非常に高い状況であります。 

性別では、男性が 28.2％、女性が 67.6％と、女性からの回答が多い状況であります。 

介護度では、要介護１が 9.9％、要介護２が 12.7％、要介護３が 29.6％、要介護４が 29.6％、要介

護５が 14.1％と、要介護３と要介護４からの回答で約６割を占めています。 

入所している施設では、特別養護老人ホームが 74.6％、老人保健施設が 25.4％と、特別養護老人ホ

ームが大きく上回っています。また、申込みから入所までの期間では、３か月未満が約３割を占め、

１年未満では約７割の状況となっています。 

 

【【２２．．介介護護保保険険施施設設ででのの生生活活ににつついいてて】】  

介護保険施設に入所した理由では、介護者がいない等の理由で、在宅で介護を受けられないからと

家族介護の負担が少なくてすむからが上位に挙げられており、家族の状況により入所に至るケースが

多い傾向にあると考えられます。 

入所している施設への満足度では、満足しているとほぼ満足しているの合計値が約８割を占め、多

くの方が現在の施設に満足している状況であり、不満であるとの回答はなく、やや不満であるが 2.8％

の状況であります。 

自宅での生活と施設での生活における生活の質については、日常生活における動作、人と人との関

わりでは、施設での生活が約８割を占め、自宅での生活より施設での生活のほうが、生活の質が高い

と感じている方が多い状況がみられます。また、楽しみや生きがいでは、自宅での生活と施設での生

活はともに約５割となっています。家族・親族との関わりでは、自宅での生活が約６割、施設での生

活が約４割と、自宅での生活が上回る結果となっています。 

今後の生活の希望では、このまま施設で生活したいが 60.6％、自宅に戻って生活をしたいが 19.7％

と、施設での生活を希望する割合が高く、先ほどの生活の質の結果からも、家族・親族との関わりを

除き、施設での生活のほうが生活の質という視点では高いことが、今後の生活の希望にも影響してい

ると考えられます。 

今後の生活で心配なことでは、自分の健康のこと、家族の健康のことが上位に挙げられており、健

康に対する心配事を抱えている方が多い状況となっています。 
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第１章 ケアマネジャー 調査結果 

１．あなた自身について 

「１．あなた自身について」は、回答者の属性、ケアマネジャーの通算年数を把握するための項目

となっています。 

 

問問１１．．令令和和２２年年１１月月１１日日現現在在ののああななたたのの年年齢齢ををおお答答ええくくだだささいい。。（（回回答答はは１１つつ））  

年齢については、「50歳代」が 40.4％で最も高く、次いで「40歳代」が 29.8％、「60歳代」が 21.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問２２．．ケケアアママネネジジャャーーのの仕仕事事ををははじじめめてて通通算算何何年年（（他他事事業業所所含含むむ））ににななりりまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

ケアマネジャーの仕事の通算年数については、「１０年以上１５年未満」が 34.0％で最も高く、次

いで「５年以上１０年未満」が 27.7％、「１５年以上」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44..33  2299..88  4400..44  2211..33  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

22..11  

66..44  88..55  2277..77  3344..00  2211..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上１０年未満

１０年以上１５年未満 １５年以上 無回答
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第１章 ケアマネジャー 調査結果 

１．あなた自身について 

「１．あなた自身について」は、回答者の属性、ケアマネジャーの通算年数を把握するための項目

となっています。 

 

問問１１．．令令和和２２年年１１月月１１日日現現在在ののああななたたのの年年齢齢ををおお答答ええくくだだささいい。。（（回回答答はは１１つつ））  

年齢については、「50歳代」が 40.4％で最も高く、次いで「40歳代」が 29.8％、「60歳代」が 21.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問２２．．ケケアアママネネジジャャーーのの仕仕事事ををははじじめめてて通通算算何何年年（（他他事事業業所所含含むむ））ににななりりまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

ケアマネジャーの仕事の通算年数については、「１０年以上１５年未満」が 34.0％で最も高く、次

いで「５年以上１０年未満」が 27.7％、「１５年以上」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44..33  2299..88  4400..44  2211..33  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

22..11  

66..44  88..55  2277..77  3344..00  2211..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上１０年未満

１０年以上１５年未満 １５年以上 無回答
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２．業務の状況について 

「２．業務の状況について」は、勤務形態、担当する居宅のケアプラン作成人数、現在の業務量へ

の負担感、地域ケア個別会議で得られていること、医療関係者との連絡手段、医療関係者との連携を

充実させるために必要なことを把握するための項目となっています。 

 

問問３３．．ああななたたのの勤勤務務形形態態ををおお答答ええくくだだささいい。。（（回回答答はは１１つつ））  

勤務形態については、「常勤・専従」が 66.0％、「常勤・兼務」が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問４４．．ああななたたがが担担当当すするる居居宅宅ののケケアアププラランン作作成成人人数数ををおお答答ええくくだだささいい。。（（令令和和元元年年 1122月月利利用用分分））  

（（回回答答はは１１つつ））  

１か月のケアプラン作成人数については、「31～40人」が 72.3％で最も高く、次いで「21～30人」が

14.9％、「1～20人」が 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6666..00  3344..00  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

常勤・専従 常勤・兼務 非常勤・専従 非常勤・兼務 その他 無回答

88..55  1144..99  7722..33  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

1～20人 21～30人 31～40人 41～50人 51人以上 無回答
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問問５５．．現現在在のの業業務務量量ににつついいててどどののよよううにに思思いいまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

現在の業務量についてどう思っているかについては、「やや負担を感じている」が 48.9％で最も高

く、次いで「かなり負担を感じている」が 38.3％、「適当である」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問６６．．どどのの業業務務にに特特にに負負担担をを感感じじまますすかか。。（（回回答答はは３３つつままでで））  

特に負担を感じる業務については、「介護予防プランの作成」が 48.9％で最も高く、次いで「利用

者本人と家族の意向との調整」が 46.8％、「主治医や他の専門職との連絡・調整」が 36.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4466..88  

1144..99  

3366..22  

22..11  

1199..11  

1122..88  

4488..99  

88..55  

1177..00  

3311..99  

44..33  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

利用者本人と家族の意向との調整

サービス事業者との連絡・調整

主治医や他の専門職との連絡・調整

行政との連絡・調整

家族との連絡

ケアプランの作成

介護予防プランの作成

国保連への請求事務（給付管理）

制度に関する理解

その他

特に負担を感じる業務はない

無回答
全体 n=47

3388..33  4488..99  1122..88  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

かなり負担を感じている やや負担を感じている 適当である

負担はあまり大きくない 負担は小さい 無回答
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２．業務の状況について 

「２．業務の状況について」は、勤務形態、担当する居宅のケアプラン作成人数、現在の業務量へ

の負担感、地域ケア個別会議で得られていること、医療関係者との連絡手段、医療関係者との連携を

充実させるために必要なことを把握するための項目となっています。 

 

問問３３．．ああななたたのの勤勤務務形形態態ををおお答答ええくくだだささいい。。（（回回答答はは１１つつ））  

勤務形態については、「常勤・専従」が 66.0％、「常勤・兼務」が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問４４．．ああななたたがが担担当当すするる居居宅宅ののケケアアププラランン作作成成人人数数ををおお答答ええくくだだささいい。。（（令令和和元元年年 1122月月利利用用分分））  

（（回回答答はは１１つつ））  

１か月のケアプラン作成人数については、「31～40人」が 72.3％で最も高く、次いで「21～30人」が

14.9％、「1～20人」が 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6666..00  3344..00  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

常勤・専従 常勤・兼務 非常勤・専従 非常勤・兼務 その他 無回答

88..55  1144..99  7722..33  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

1～20人 21～30人 31～40人 41～50人 51人以上 無回答
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問問５５．．現現在在のの業業務務量量ににつついいててどどののよよううにに思思いいまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

現在の業務量についてどう思っているかについては、「やや負担を感じている」が 48.9％で最も高

く、次いで「かなり負担を感じている」が 38.3％、「適当である」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問６６．．どどのの業業務務にに特特にに負負担担をを感感じじまますすかか。。（（回回答答はは３３つつままでで））  

特に負担を感じる業務については、「介護予防プランの作成」が 48.9％で最も高く、次いで「利用

者本人と家族の意向との調整」が 46.8％、「主治医や他の専門職との連絡・調整」が 36.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4466..88  

1144..99  

3366..22  

22..11  

1199..11  

1122..88  

4488..99  

88..55  

1177..00  

3311..99  

44..33  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

利用者本人と家族の意向との調整

サービス事業者との連絡・調整

主治医や他の専門職との連絡・調整

行政との連絡・調整

家族との連絡

ケアプランの作成

介護予防プランの作成

国保連への請求事務（給付管理）

制度に関する理解

その他

特に負担を感じる業務はない

無回答
全体 n=47

3388..33  4488..99  1122..88  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

かなり負担を感じている やや負担を感じている 適当である

負担はあまり大きくない 負担は小さい 無回答
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問問７７．．地地域域ケケアア個個別別会会議議ににおおいいてて、、得得らられれてていいるるとと感感じじてていいるるここととををおお答答ええくくだだささいい。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

地域ケア個別会議において、得られていると感じていることについては、「様々な情報を入手する

ことができる」が 46.8％で最も高く、次いで「地域の課題やニーズを掴むことができる」が 34.0％、

「多職種の視点があることにより、課題解決能力が向上した」が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問８８．．医医療療関関係係者者ととのの現現在在のの連連絡絡手手段段ををおお答答ええくくだだささいい。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

医療関係者との連絡手段については、「電話」が 89.4％で最も高く、次いで「直接面会」が 85.1％、

「ＦＡＸ」が 68.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3311..99  

4466..88  

2233..44  

3344..00  

00..00  

1199..11  

1122..88  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

多職種の視点があることにより、課題解決能力が向上した

様々な情報を入手することができる

連携が取りやすい

地域の課題やニーズを掴むことができる

地域ケア個別会議に出席したことがない

何も得られない

その他

無回答
全体 n=47

8899..44  

6688..11  

22..11  

3366..22  

8855..11  

3311..99  

22..11  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

電話

ＦＡＸ

電子メール

文書

直接面会

ＭＣＳ（メディカルケアステーション）

その他

無回答
全体 n=47
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問問９９．．今今後後、、医医療療関関係係者者ととのの連連携携をを充充実実ささせせるるたためめににはは、、どどののよよううななここととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

今後、医療関係者との連携を充実させるために必要だと思うことについては、「情報を共有するた

めのルールを定める」が 59.6％で最も高く、次いで「情報を共有するためのシステムを構築する」が

42.6％、「顔と顔を合わせた情報共有の場を適切に設けること」が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2277..77  

5599..66  

4422..66  

3311..99  

1177..00  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

各機関が把握した細かな情報を共有すること

情報を共有するためのルールを定める

情報を共有するためのシステムを構築する

顔と顔を合わせた情報共有の場を適切に設けること

その他

無回答
全体 n=47
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問問７７．．地地域域ケケアア個個別別会会議議ににおおいいてて、、得得らられれてていいるるとと感感じじてていいるるここととををおお答答ええくくだだささいい。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

地域ケア個別会議において、得られていると感じていることについては、「様々な情報を入手する

ことができる」が 46.8％で最も高く、次いで「地域の課題やニーズを掴むことができる」が 34.0％、

「多職種の視点があることにより、課題解決能力が向上した」が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問８８．．医医療療関関係係者者ととのの現現在在のの連連絡絡手手段段ををおお答答ええくくだだささいい。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

医療関係者との連絡手段については、「電話」が 89.4％で最も高く、次いで「直接面会」が 85.1％、

「ＦＡＸ」が 68.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3311..99  

4466..88  

2233..44  

3344..00  

00..00  

1199..11  

1122..88  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

多職種の視点があることにより、課題解決能力が向上した

様々な情報を入手することができる

連携が取りやすい

地域の課題やニーズを掴むことができる

地域ケア個別会議に出席したことがない

何も得られない

その他

無回答
全体 n=47

8899..44  

6688..11  

22..11  

3366..22  

8855..11  

3311..99  

22..11  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

電話

ＦＡＸ

電子メール

文書

直接面会

ＭＣＳ（メディカルケアステーション）

その他

無回答
全体 n=47
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問問９９．．今今後後、、医医療療関関係係者者ととのの連連携携をを充充実実ささせせるるたためめににはは、、どどののよよううななここととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

今後、医療関係者との連携を充実させるために必要だと思うことについては、「情報を共有するた

めのルールを定める」が 59.6％で最も高く、次いで「情報を共有するためのシステムを構築する」が

42.6％、「顔と顔を合わせた情報共有の場を適切に設けること」が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2277..77  

5599..66  

4422..66  

3311..99  

1177..00  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

各機関が把握した細かな情報を共有すること

情報を共有するためのルールを定める

情報を共有するためのシステムを構築する

顔と顔を合わせた情報共有の場を適切に設けること

その他

無回答
全体 n=47
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３．ケアプランについて 

「３．ケアプランについて」は、ケアプラン作成や給付管理などで悩んだときの対応、介護保険外

の公的福祉サービスの活用状況、インフォーマルサービスの活用状況、インフォーマルサービスで必

要だと思うサービス、利用者からの苦情を把握するための項目となっています。 

 

問問 1100．．ケケアアププラランンのの作作成成やや給給付付管管理理ななどど、、業業務務上上でで判判断断にに悩悩んんだだ場場合合ははどどううししてていいまますすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

業務上で判断に悩んだ場合の対応については、「保険者（市区町村）に相談している」が 83.0％で

最も高く、次いで「介護報酬の解釈（いわゆる「青本」「赤本」）を確認している」が 61.7％、「他の

ケアマネジャーに相談している」が 59.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1111．．ケケアアププラランンをを作作成成すするる際際にに、、介介護護保保険険外外のの公公的的福福祉祉ササーービビススをを活活用用ししてていいまますすかか。。  

（（回回答答はは１１つつ））  

ケアプランを作成する際に、介護保険外の公的福祉サービスを活用しているかについては、「たま

に活用することがある」が 53.2％で最も高く、次いで「できるだけ活用している」が 38.3％、「どの

ようなサービスがあるのか把握していない」が 4.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6611..77  

5599..66  

4444..77  

8833..00  

4400..44  

1100..66  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

介護報酬の解釈（いわゆる「青本」「赤本」）を確認している

他のケアマネジャーに相談している

サービス事業者に相談している

保険者（市区町村）に相談している

地域包括支援センターに相談している

その他

無回答
全体 n=47

3388..33  5533..22  

22..11  

44..33  

22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

できるだけ活用している

たまに活用することがある

どのようなサービスがあるかは把握しているが、活用していない

どのようなサービスがあるのか把握していない

その他

無回答
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問問 1122．．ケケアアププラランンをを作作成成すするる際際にに、、イインンフフォォーーママルルササーービビスス（（住住民民主主体体のの通通いいのの場場やや民民間間のの家家事事援援助助

ササーービビスス等等））をを活活用用ししてていいまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

ケアプランを作成する際に、インフォーマルサービスを活用しているかについては、「はい」が

83.0％、「いいえ」が 17.0％で、「はい」が 66.0ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1122－－１１．．【【問問 1122でで「「ははいい」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

活活用用ししたたののははどどののよよううななイインンフフォォーーママルルササーービビススでですすかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

活用したインフォーマルサービスについては、「配食サービス」が 89.7％で最も高く、次いで「移

送サービス（介護、福祉タクシー等）」が 69.2％、「訪問理美容サービス」が 46.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8833..00  1177..00  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

はい いいえ 無回答

1177..99  

2200..55  

77..77  

2200..55  

8899..77  

3300..88  

4466..22  

1177..99  

1122..88  

6699..22  

3355..99  

3355..99  

2233..11  

1100..33  

1100..33  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

日常的な見守り・声かけ

緊急時に救助・救命するサービス

話し相手（訪問）

家事援助（調理、掃除、洗濯等）

配食サービス

宅配、買い物支援

訪問理美容サービス

剪定業、工務店、電気店等の専門的サービス

外出時の付き添い

移送サービス（介護、福祉タクシー等）

定期的な通いの場（サロン等）

金銭管理

権利擁護

法律や各種手続き等に関する相談

その他

無回答

全体 n=39
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３．ケアプランについて 

「３．ケアプランについて」は、ケアプラン作成や給付管理などで悩んだときの対応、介護保険外

の公的福祉サービスの活用状況、インフォーマルサービスの活用状況、インフォーマルサービスで必

要だと思うサービス、利用者からの苦情を把握するための項目となっています。 

 

問問 1100．．ケケアアププラランンのの作作成成やや給給付付管管理理ななどど、、業業務務上上でで判判断断にに悩悩んんだだ場場合合ははどどううししてていいまますすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

業務上で判断に悩んだ場合の対応については、「保険者（市区町村）に相談している」が 83.0％で

最も高く、次いで「介護報酬の解釈（いわゆる「青本」「赤本」）を確認している」が 61.7％、「他の

ケアマネジャーに相談している」が 59.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1111．．ケケアアププラランンをを作作成成すするる際際にに、、介介護護保保険険外外のの公公的的福福祉祉ササーービビススをを活活用用ししてていいまますすかか。。  

（（回回答答はは１１つつ））  

ケアプランを作成する際に、介護保険外の公的福祉サービスを活用しているかについては、「たま

に活用することがある」が 53.2％で最も高く、次いで「できるだけ活用している」が 38.3％、「どの

ようなサービスがあるのか把握していない」が 4.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6611..77  

5599..66  

4444..77  

8833..00  

4400..44  

1100..66  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

介護報酬の解釈（いわゆる「青本」「赤本」）を確認している

他のケアマネジャーに相談している

サービス事業者に相談している

保険者（市区町村）に相談している

地域包括支援センターに相談している

その他

無回答
全体 n=47

3388..33  5533..22  

22..11  

44..33  

22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

できるだけ活用している

たまに活用することがある

どのようなサービスがあるかは把握しているが、活用していない

どのようなサービスがあるのか把握していない

その他

無回答

第Ⅶ部 ケアマネジャー 

309 

問問 1122．．ケケアアププラランンをを作作成成すするる際際にに、、イインンフフォォーーママルルササーービビスス（（住住民民主主体体のの通通いいのの場場やや民民間間のの家家事事援援助助

ササーービビスス等等））をを活活用用ししてていいまますすかか。。（（回回答答はは１１つつ））  

ケアプランを作成する際に、インフォーマルサービスを活用しているかについては、「はい」が

83.0％、「いいえ」が 17.0％で、「はい」が 66.0ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1122－－１１．．【【問問 1122でで「「ははいい」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

活活用用ししたたののははどどののよよううななイインンフフォォーーママルルササーービビススでですすかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

活用したインフォーマルサービスについては、「配食サービス」が 89.7％で最も高く、次いで「移

送サービス（介護、福祉タクシー等）」が 69.2％、「訪問理美容サービス」が 46.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8833..00  1177..00  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

はい いいえ 無回答

1177..99  

2200..55  

77..77  

2200..55  

8899..77  

3300..88  

4466..22  

1177..99  

1122..88  

6699..22  

3355..99  

3355..99  

2233..11  

1100..33  

1100..33  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

日常的な見守り・声かけ

緊急時に救助・救命するサービス

話し相手（訪問）

家事援助（調理、掃除、洗濯等）

配食サービス

宅配、買い物支援

訪問理美容サービス

剪定業、工務店、電気店等の専門的サービス

外出時の付き添い

移送サービス（介護、福祉タクシー等）

定期的な通いの場（サロン等）

金銭管理

権利擁護

法律や各種手続き等に関する相談

その他

無回答

全体 n=39
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問問 1122－－２２．．【【問問 1122でで「「いいいいええ」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

イインンフフォォーーママルルササーービビススをを活活用用ししてていいなないい理理由由はは何何でですすかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

インフォーマルサービスを活用していない理由については、「活用したいサービスがない」が 62.5％

で最も高く、次いで「情報がない」が 50.0％、「その他」が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5500..00  

00..00  

1122..55  

6622..55  

00..00  

1122..55  

2255..00  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

情報がない

活用してもケアマネジメント料がつかない

忙しく、そこまで手が回らない

活用したいサービスがない

インフォーマルサービスは不要と考えている

信頼できないため、安心して紹介できない

その他

無回答
全体 n=8
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問問 1133．．イインンフフォォーーママルルササーービビススでで必必要要だだとと思思ううササーービビススががああれればば、、ごご記記入入くくだだささいい。。  

 

イインンフフォォーーママルルササーービビススでで必必要要だだとと思思ううササーービビススににつついいてて  

病院への送迎の充実（タクシーなど） 

インフォーマルサービスの相談員 

電球替えなどヘルパーができないサービス（ワンコインでの支援） 

移送サービス、家事支援（電球替えなど） 

患者会の情報提供 

独居高齢者の見守り 

服薬確認、通院介助、買い物支援、単身者の安否確認 

介護保険サービスの情報提供 

家事援助、通院介助 

移送と病院内の付き添いを組み合わせたサービス、あんしんサポートの充実 

低価格の家事援助 

移送サービス 

移動支援 

公民館活動への参加の誘い・同行、各種手続き支援・代行、ペットの世話、緊急時の対応サポート

（人手） 

低価格の家事援助サービスと移送サービス 

介護保険で対応できない支援（不定期、単発）、適価な生活支援（雪かき等）、院内付き添い 

送迎（サロンなど） 

送迎 

短時間対応の見守りサービス（訪問）等、低料金で受けられるサービス 

外出の際の交通手段 

金銭管理の適任者、通院入院時の付き添い 

生活援助や通院の付き添いボランティア 

認知症や精神疾患のある独居の方の見守り、声掛け 
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問問 1122－－２２．．【【問問 1122でで「「いいいいええ」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

イインンフフォォーーママルルササーービビススをを活活用用ししてていいなないい理理由由はは何何でですすかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

インフォーマルサービスを活用していない理由については、「活用したいサービスがない」が 62.5％

で最も高く、次いで「情報がない」が 50.0％、「その他」が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5500..00  

00..00  

1122..55  

6622..55  

00..00  

1122..55  

2255..00  

00..00  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

情報がない

活用してもケアマネジメント料がつかない

忙しく、そこまで手が回らない

活用したいサービスがない

インフォーマルサービスは不要と考えている

信頼できないため、安心して紹介できない

その他

無回答
全体 n=8
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問問 1133．．イインンフフォォーーママルルササーービビススでで必必要要だだとと思思ううササーービビススががああれればば、、ごご記記入入くくだだささいい。。  

 

イインンフフォォーーママルルササーービビススでで必必要要だだとと思思ううササーービビススににつついいてて  

病院への送迎の充実（タクシーなど） 

インフォーマルサービスの相談員 

電球替えなどヘルパーができないサービス（ワンコインでの支援） 

移送サービス、家事支援（電球替えなど） 

患者会の情報提供 

独居高齢者の見守り 

服薬確認、通院介助、買い物支援、単身者の安否確認 

介護保険サービスの情報提供 

家事援助、通院介助 

移送と病院内の付き添いを組み合わせたサービス、あんしんサポートの充実 

低価格の家事援助 

移送サービス 

移動支援 

公民館活動への参加の誘い・同行、各種手続き支援・代行、ペットの世話、緊急時の対応サポート

（人手） 

低価格の家事援助サービスと移送サービス 

介護保険で対応できない支援（不定期、単発）、適価な生活支援（雪かき等）、院内付き添い 

送迎（サロンなど） 

送迎 

短時間対応の見守りサービス（訪問）等、低料金で受けられるサービス 

外出の際の交通手段 

金銭管理の適任者、通院入院時の付き添い 

生活援助や通院の付き添いボランティア 

認知症や精神疾患のある独居の方の見守り、声掛け 
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問問 1144．．ここれれままででにに、、利利用用者者かかららのの苦苦情情ははどどののよよううななももののががあありりままししたたかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

利用者からの苦情内容については、「その他」が 44.7％で最も高く、次いで「苦情はない」が 36.2％、

「希望するときに来てくれない」が 17.0％となっています。 

その他の回答としては、『職員の説明不足』『相性が合わない』『サービスの導入が遅い』『利用した

サービスが気に入らなかった』などの回答がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1100..66  

44..33  

22..11  

44..33  

66..44  

1177..00  

4444..77  

3366..22  

22..11  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

制度やサービスに関する説明が不十分である

希望するサービスに変更してくれない

サービス提供時間の希望を聞いてくれない

利用者の望むサービス事業者を選ばない

利用者の希望をサービス事業者に伝えてくれない

希望するときに来てくれない

その他

苦情はない

無回答

全体 n=47
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４．介護保険サービスについて 

「４．介護保険サービスについて」は、居宅介護・介護予防で充実させるべきと感じるサービス、

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスに対するイメージ、小規模多機能型居宅介護サービスに

対するイメージ、高齢者虐待の事例の有無及びその後の対応を把握するための項目となっています。 

 

問問 1155．．居居宅宅介介護護ササーービビスス計計画画書書（（介介護護予予防防ササーービビスス計計画画書書））のの作作成成ままたたはは見見直直しし時時にに、、ああななたたがが充充実実

ささせせるるべべききとと感感じじるるササーービビススににつついいてて、、「「アア  居居宅宅介介護護」」「「イイ  介介護護予予防防」」ののそそれれぞぞれれ５５つつ選選んんでで、、番番号号

をを記記入入ししててくくだだささいい。。  

 

アア  居居宅宅介介護護  

居宅介護において、充実させるべきと感じるサービスについては、「訪問介護」が 61.7％で最も高く、

次いで「医療型ショートステイ」が 46.8％、「訪問看護」が 44.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6611..77  

66..44  

4444..77  

2233..44  

3366..22  

4400..44  

3344..00  

2277..77  

3366..22  

1199..11  

2211..33  

66..44  

1100..66  

3388..33  

4466..88  

1100..66  

22..11  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護・地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

ショートステイ

医療型ショートステイ

居宅療養管理指導

無回答
全体 n=47
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問問 1144．．ここれれままででにに、、利利用用者者かかららのの苦苦情情ははどどののよよううななももののががあありりままししたたかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

利用者からの苦情内容については、「その他」が 44.7％で最も高く、次いで「苦情はない」が 36.2％、

「希望するときに来てくれない」が 17.0％となっています。 

その他の回答としては、『職員の説明不足』『相性が合わない』『サービスの導入が遅い』『利用した

サービスが気に入らなかった』などの回答がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1100..66  

44..33  

22..11  

44..33  

66..44  

1177..00  

4444..77  

3366..22  

22..11  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

制度やサービスに関する説明が不十分である

希望するサービスに変更してくれない

サービス提供時間の希望を聞いてくれない

利用者の望むサービス事業者を選ばない

利用者の希望をサービス事業者に伝えてくれない

希望するときに来てくれない

その他

苦情はない

無回答

全体 n=47
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４．介護保険サービスについて 

「４．介護保険サービスについて」は、居宅介護・介護予防で充実させるべきと感じるサービス、

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスに対するイメージ、小規模多機能型居宅介護サービスに

対するイメージ、高齢者虐待の事例の有無及びその後の対応を把握するための項目となっています。 

 

問問 1155．．居居宅宅介介護護ササーービビスス計計画画書書（（介介護護予予防防ササーービビスス計計画画書書））のの作作成成ままたたはは見見直直しし時時にに、、ああななたたがが充充実実

ささせせるるべべききとと感感じじるるササーービビススににつついいてて、、「「アア  居居宅宅介介護護」」「「イイ  介介護護予予防防」」ののそそれれぞぞれれ５５つつ選選んんでで、、番番号号

をを記記入入ししててくくだだささいい。。  

 

アア  居居宅宅介介護護  

居宅介護において、充実させるべきと感じるサービスについては、「訪問介護」が 61.7％で最も高く、

次いで「医療型ショートステイ」が 46.8％、「訪問看護」が 44.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6611..77  

66..44  

4444..77  

2233..44  

3366..22  

4400..44  

3344..00  

2277..77  

3366..22  

1199..11  

2211..33  

66..44  

1100..66  

3388..33  

4466..88  

1100..66  

22..11  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護・地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

ショートステイ

医療型ショートステイ

居宅療養管理指導

無回答
全体 n=47
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イイ  介介護護予予防防  

介護予防において、充実させるべきと感じるサービスについては、「通所介護・地域密着型通所介護」

が 68.1％で最も高く、次いで「訪問介護」「通所リハビリテーション」がともに 59.6％、「福祉用具貸与」

が 57.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5599..66  

00..00  

1177..00  

2211..33  

6688..11  

5599..66  

1100..66  

88..55  

88..55  

44..33  

5577..44  

2211..33  

3344..00  

2211..33  

1144..99  

1100..66  

88..55  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護・地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

ショートステイ

医療型ショートステイ

居宅療養管理指導

無回答
全体 n=47
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問問 1166．．定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護ササーービビススににつついいてて、、どどののよよううななイイメメーージジををおお持持ちちでですすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

 

①①重重度度のの要要介介護護者者向向けけののササーービビススででああるる  

重度の要介護者向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 57.4％で最も高く、次いで「あまり

思わない」が 23.4％、「とてもそう思う」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②医医療療対対応応がが必必要要なな方方向向けけののササーービビススででああるる  

医療対応が必要な方向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 59.6％で最も高く、次いで「あ

まり思わない」が 23.4％、「とてもそう思う」が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③夜夜間間・・深深夜夜のの対対応応がが中中心心ののササーービビススででああるる  

夜間・深夜の対応が中心のサービスであるに対しては、「そう思う」「あまり思わない」がともに 40.4％

で最も高く、次いで「とてもそう思う」「思わない」がともに 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1144..99  5577..44  2233..44  22..11  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1100..66  5599..66  2233..44  44..33  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

88..55  4400..44  4400..44  88..55  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答



第Ⅶ部 ケアマネジャー 

314 

イイ  介介護護予予防防  

介護予防において、充実させるべきと感じるサービスについては、「通所介護・地域密着型通所介護」

が 68.1％で最も高く、次いで「訪問介護」「通所リハビリテーション」がともに 59.6％、「福祉用具貸与」

が 57.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5599..66  

00..00  

1177..00  

2211..33  

6688..11  

5599..66  

1100..66  

88..55  

88..55  

44..33  

5577..44  

2211..33  

3344..00  

2211..33  

1144..99  

1100..66  

88..55  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護・地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

ショートステイ

医療型ショートステイ

居宅療養管理指導

無回答
全体 n=47
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問問 1166．．定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護ササーービビススににつついいてて、、どどののよよううななイイメメーージジををおお持持ちちでですすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

 

①①重重度度のの要要介介護護者者向向けけののササーービビススででああるる  

重度の要介護者向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 57.4％で最も高く、次いで「あまり

思わない」が 23.4％、「とてもそう思う」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②医医療療対対応応がが必必要要なな方方向向けけののササーービビススででああるる  

医療対応が必要な方向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 59.6％で最も高く、次いで「あ

まり思わない」が 23.4％、「とてもそう思う」が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③夜夜間間・・深深夜夜のの対対応応がが中中心心ののササーービビススででああるる  

夜間・深夜の対応が中心のサービスであるに対しては、「そう思う」「あまり思わない」がともに 40.4％

で最も高く、次いで「とてもそう思う」「思わない」がともに 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1144..99  5577..44  2233..44  22..11  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1100..66  5599..66  2233..44  44..33  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

88..55  4400..44  4400..44  88..55  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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④④介介護護報報酬酬がが定定額額ななののでで状状況況にに応応じじてて柔柔軟軟なな利利用用がが可可能能ななササーービビススででああるる  

介護報酬が定額なので状況に応じて柔軟な利用が可能なサービスであるに対しては、「そう思う」が

53.2％で最も高く、次いで「あまり思わない」が 27.7％、「とてもそう思う」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤短短時時間間でで頻頻回回のの利利用用がが可可能能ででああるる  

短時間で頻回の利用が可能であるに対しては、「そう思う」が 55.3％で最も高く、次いで「とてもそう

思う」が 27.7％、「あまり思わない」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥どどののよよううなな状状態態像像にに適適ししたたササーービビススななののかかううままくくイイメメーージジででききなないい  

どのような状態像に適したサービスなのかうまくイメージできないに対しては、「あまり思わない」が

42.6％で最も高く、次いで「そう思う」が 27.7％、「思わない」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1144..99  5533..22  2277..77  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

2277..77  5555..33  1122..88  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

66..44  2277..77  4422..66  1199..11  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

第Ⅶ部 ケアマネジャー 
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⑦⑦単単位位数数がが高高いい、、利利用用料料がが高高いい  

単位数が高い、利用料が高いに対しては、「そう思う」が 44.7％で最も高く、次いで「あまり思わない」

が 27.7％、「とてもそう思う」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧⑧介介護護報報酬酬のの算算定定がが複複雑雑  

介護報酬の算定が複雑に対しては、「そう思う」が 55.3％で最も高く、次いで「とてもそう思う」が 19.1％、

「あまり思わない」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1199..11  4444..77  2277..77  22..11  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1199..11  5555..33  1122..88  66..44  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答



第Ⅶ部 ケアマネジャー 

316 

④④介介護護報報酬酬がが定定額額ななののでで状状況況にに応応じじてて柔柔軟軟なな利利用用がが可可能能ななササーービビススででああるる  

介護報酬が定額なので状況に応じて柔軟な利用が可能なサービスであるに対しては、「そう思う」が

53.2％で最も高く、次いで「あまり思わない」が 27.7％、「とてもそう思う」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤短短時時間間でで頻頻回回のの利利用用がが可可能能ででああるる  

短時間で頻回の利用が可能であるに対しては、「そう思う」が 55.3％で最も高く、次いで「とてもそう

思う」が 27.7％、「あまり思わない」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥どどののよよううなな状状態態像像にに適適ししたたササーービビススななののかかううままくくイイメメーージジででききなないい  

どのような状態像に適したサービスなのかうまくイメージできないに対しては、「あまり思わない」が

42.6％で最も高く、次いで「そう思う」が 27.7％、「思わない」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1144..99  5533..22  2277..77  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

2277..77  5555..33  1122..88  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

66..44  2277..77  4422..66  1199..11  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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⑦⑦単単位位数数がが高高いい、、利利用用料料がが高高いい  

単位数が高い、利用料が高いに対しては、「そう思う」が 44.7％で最も高く、次いで「あまり思わない」

が 27.7％、「とてもそう思う」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧⑧介介護護報報酬酬のの算算定定がが複複雑雑  

介護報酬の算定が複雑に対しては、「そう思う」が 55.3％で最も高く、次いで「とてもそう思う」が 19.1％、

「あまり思わない」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1199..11  4444..77  2277..77  22..11  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1199..11  5555..33  1122..88  66..44  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問問 1177．．小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護ササーービビススににつついいてて、、どどののよよううななイイメメーージジををおお持持ちちでですすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

 

①①重重度度のの要要介介護護者者向向けけののササーービビススででああるる  

重度の要介護者向けのサービスであるに対しては、「あまり思わない」が 57.4％で最も高く、次いで「そ

う思う」が 23.4％、「思わない」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②認認知知症症のの方方向向けけののササーービビススででああるる  

認知症の方向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 40.4％で最も高く、次いで「あまり思わ

ない」が 34.0％、「とてもそう思う」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③介介護護報報酬酬がが定定額額ななののでで利利用用者者のの状状態態にに応応じじてて柔柔軟軟なな利利用用がが可可能能ななササーービビススででああるる  

介護報酬が定額なので利用者の状態に応じて柔軟な利用が可能なサービスであるに対しては、「そう思

う」が 57.4％で最も高く、次いで「あまり思わない」が 29.8％、「とてもそう思う」が 6.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

22..11  2233..44  5577..44  1144..99  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1177..00  4400..44  3344..00  66..44  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

66..44  5577..44  2299..88  44..33  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

第Ⅶ部 ケアマネジャー 

319 

④④どどののよよううなな状状態態像像にに適適ししたたササーービビススななののかかううままくくイイメメーージジででききなないい  

どのような状態像に適したサービスなのかうまくイメージできないに対しては、「あまり思わない」が

51.1％で最も高く、次いで「そう思う」が 21.3％、「思わない」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤利利用用者者やや家家族族ににああままりり知知らられれてていいなないい  

利用者や家族にあまり知られていないに対しては、「そう思う」が 57.4％で最も高く、次いで「とても

そう思う」が 40.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥利利用用料料がが高高いい  

利用料が高いに対しては、「あまり思わない」が 46.8％で最も高く、次いで「そう思う」が 27.7％、「と

てもそう思う」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

66..44  2211..33  5511..11  1177..00  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

4400..44  5577..44  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1122..88  2277..77  4466..88  88..55  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問問 1177．．小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護ササーービビススににつついいてて、、どどののよよううななイイメメーージジををおお持持ちちでですすかか。。  

（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

 

①①重重度度のの要要介介護護者者向向けけののササーービビススででああるる  

重度の要介護者向けのサービスであるに対しては、「あまり思わない」が 57.4％で最も高く、次いで「そ

う思う」が 23.4％、「思わない」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②認認知知症症のの方方向向けけののササーービビススででああるる  

認知症の方向けのサービスであるに対しては、「そう思う」が 40.4％で最も高く、次いで「あまり思わ

ない」が 34.0％、「とてもそう思う」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③介介護護報報酬酬がが定定額額ななののでで利利用用者者のの状状態態にに応応じじてて柔柔軟軟なな利利用用がが可可能能ななササーービビススででああるる  

介護報酬が定額なので利用者の状態に応じて柔軟な利用が可能なサービスであるに対しては、「そう思

う」が 57.4％で最も高く、次いで「あまり思わない」が 29.8％、「とてもそう思う」が 6.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

22..11  2233..44  5577..44  1144..99  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1177..00  4400..44  3344..00  66..44  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

66..44  5577..44  2299..88  44..33  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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④④どどののよよううなな状状態態像像にに適適ししたたササーービビススななののかかううままくくイイメメーージジででききなないい  

どのような状態像に適したサービスなのかうまくイメージできないに対しては、「あまり思わない」が

51.1％で最も高く、次いで「そう思う」が 21.3％、「思わない」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤利利用用者者やや家家族族ににああままりり知知らられれてていいなないい  

利用者や家族にあまり知られていないに対しては、「そう思う」が 57.4％で最も高く、次いで「とても

そう思う」が 40.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥利利用用料料がが高高いい  

利用料が高いに対しては、「あまり思わない」が 46.8％で最も高く、次いで「そう思う」が 27.7％、「と

てもそう思う」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

66..44  2211..33  5511..11  1177..00  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

4400..44  5577..44  22..11  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1122..88  2277..77  4466..88  88..55  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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⑦⑦他他のの事事業業所所をを利利用用ででききななくくななるるののでで、、利利用用ににつつななががりりににくくいい  

他の事業所を利用できなくなるので、利用につながりにくいに対しては、「そう思う」が 46.8％で最も

高く、次いで「とてもそう思う」が 27.7％、「あまり思わない」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧⑧ケケアアママネネジジメメンントトをを引引きき継継ががななけけれればばななららなないいののでで、、利利用用ににつつななががりりににくくいい  

ケアマネジメントを引き継がなければならないので、利用につながりにくいに対しては、「あまり思わ

ない」が 38.3％で最も高く、次いで「そう思う」が 29.8％、「思わない」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2277..77  4466..88  1199..11  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1122..88  2299..88  3388..33  1144..99  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問問 1188．．ここれれままでで、、高高齢齢者者虐虐待待がが疑疑わわれれるるよよううなな事事例例をを経経験験ししたたここととががあありりまますすかか。。  

（（回回答答はは１１つつ））  

高齢者虐待が疑われるような事例を経験したことがあるかについては、「ある」が 68.1％、「ない」

が 31.9％で、「ある」が 36.2ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1188－－１１．．【【問問 1188でで「「ああるる」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

虐虐待待がが疑疑わわれれるる状状態態にに気気づづいいたた後後、、どどここへへ通通報報ししままししたたかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

虐待が疑われる状態に気づいた後の対応については、「地域包括支援センターへ連絡した」が 96.9％

で最も高く、次いで「市へ連絡した」が 31.3％、「その他」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6688..11  3311..99  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

ある ない 無回答

9966..99  

3311..33  

99..44  

2211..99  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

地域包括支援センターへ連絡した

市へ連絡した

警察へ連絡した

その他

無回答
全体 n=32
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⑦⑦他他のの事事業業所所をを利利用用ででききななくくななるるののでで、、利利用用ににつつななががりりににくくいい  

他の事業所を利用できなくなるので、利用につながりにくいに対しては、「そう思う」が 46.8％で最も

高く、次いで「とてもそう思う」が 27.7％、「あまり思わない」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧⑧ケケアアママネネジジメメンントトをを引引きき継継ががななけけれればばななららなないいののでで、、利利用用ににつつななががりりににくくいい  

ケアマネジメントを引き継がなければならないので、利用につながりにくいに対しては、「あまり思わ

ない」が 38.3％で最も高く、次いで「そう思う」が 29.8％、「思わない」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2277..77  4466..88  1199..11  66..44  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答

1122..88  2299..88  3388..33  1144..99  44..33  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問問 1188．．ここれれままでで、、高高齢齢者者虐虐待待がが疑疑わわれれるるよよううなな事事例例をを経経験験ししたたここととががあありりまますすかか。。  

（（回回答答はは１１つつ））  

高齢者虐待が疑われるような事例を経験したことがあるかについては、「ある」が 68.1％、「ない」

が 31.9％で、「ある」が 36.2ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1188－－１１．．【【問問 1188でで「「ああるる」」とと回回答答ししたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。】】  

虐虐待待がが疑疑わわれれるる状状態態にに気気づづいいたた後後、、どどここへへ通通報報ししままししたたかか。。（（ああててははままるるももののすすべべててにに回回答答））  

虐待が疑われる状態に気づいた後の対応については、「地域包括支援センターへ連絡した」が 96.9％

で最も高く、次いで「市へ連絡した」が 31.3％、「その他」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6688..11  3311..99  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=47

ある ない 無回答

9966..99  

3311..33  

99..44  

2211..99  

00..00  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

地域包括支援センターへ連絡した

市へ連絡した

警察へ連絡した

その他

無回答
全体 n=32
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第２章 ケアマネジャー 調査結果のまとめ 

【【１１．．ああななたた自自身身ににつついいてて】】  

回答者の構成において、年齢階級では、30歳代が 4.3％、40歳代が 29.8％、50歳代が 40.4％、60

歳代が 21.3％、70歳以上が 4.3％となっています。 

ケアマネジャーの仕事の通算年数では、10年以上が約６割を占め、３年未満が約１割となっています。 

 

【【２２．．業業務務のの状状況況ににつついいてて】】  

担当する居宅ケアプランの作成人数では、31人～40人が約７割を占めています。 

現在の業務量に対する負担感では、負担を感じているが約９割を占め、多くのケアマネジャーが負

担を感じながら業務を行っている状況であります。 

負担を感じている業務では、介護予防プランの作成、利用者本人と家族の意向との調整、主治医や

他の専門職との連絡・調整が上位に挙げられており、介護をするうえで、介護予防プランの作成や家

族や専門職との連携に対して負担を感じている状況であります。 

今後、医療関係者との連携を充実させるためでは、情報を共有するためのルールを定めるが最も高

い割合を占めています。負担を感じる業務において、主治医や専門職との連絡・調整が上位に挙げら

れていることからも、情報共有のルールを定めることで、負担が減ると考えられている結果が表れて

いると考えられます。 

 

【【３３．．ケケアアププラランンににつついいてて】】  

ケアプラン作成時など、業務上で判断に悩んだ場合の対応では、保険者に相談しているが約８割と、

多くのケアマネジャーが判断に悩んだ場合、保険者に相談している状況となっています。 

ケアプラン作成時のインフォーマルサービスの活用状況では、活用しているが約８割と、多くのケ

アマネジャーがインフォーマルサービスを活用しており、活用しているインフォーマルサービスでは、

配食サービス、移送サービス（介護、福祉タクシー等）が上位に挙げられています。 

 

【【４４．．介介護護保保険険ササーービビススににつついいてて】】  

居宅介護サービス計画書の作成または見直し時に、充実させるべきと感じるサービスとして上位に

挙げられている項目では、居宅介護については、訪問介護、医療型ショートステイ、訪問看護、通所

リハビリテーション、介護予防については、通所介護・地域密着型通所介護、訪問看護、通所リハビ

リテーション、福祉用具貸与となっています。 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスへのイメージでは、どのような状態像に適したサービ

スなのかイメージできないは約３割と、サービスへのイメージを持っているケアマネジャーが多く、

重度の要介護向けのサービス、医療対応が必要な方向けのサービスとして認識されている傾向がみら

れます。また、介護報酬の算定が複雑だと感じている割合は約７割となっています。 

小規模多機能型居宅介護サービスへのイメージでは、利用者や家族にあまり知られていないが９割

を超え、非常に高い割合となっています。どのような状態像に適したサービスなのかイメージできな

いは約３割と、サービスへのイメージを持っているケアマネジャーが多く、認知症の方向けのサービ

ス、介護報酬が定額なので利用者の状態に応じて柔軟な利用が可能なサービスであると認識されてい
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る傾向がみられます。また、他の事業所を利用できなくなるので、利用につながりにくいと感じてい

る割合が約７割となっています。 

高齢者虐待が疑われる事例を経験したことがあるかでは、あるが約７割と半数を超えており、虐待

が疑われる状態に気づいたときの通報先は、地域包括支援センターへ連絡したが９割を超える結果と

なっています。 
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第２章 ケアマネジャー 調査結果のまとめ 

【【１１．．ああななたた自自身身ににつついいてて】】  

回答者の構成において、年齢階級では、30歳代が 4.3％、40歳代が 29.8％、50歳代が 40.4％、60

歳代が 21.3％、70歳以上が 4.3％となっています。 

ケアマネジャーの仕事の通算年数では、10年以上が約６割を占め、３年未満が約１割となっています。 

 

【【２２．．業業務務のの状状況況ににつついいてて】】  

担当する居宅ケアプランの作成人数では、31人～40人が約７割を占めています。 

現在の業務量に対する負担感では、負担を感じているが約９割を占め、多くのケアマネジャーが負

担を感じながら業務を行っている状況であります。 

負担を感じている業務では、介護予防プランの作成、利用者本人と家族の意向との調整、主治医や

他の専門職との連絡・調整が上位に挙げられており、介護をするうえで、介護予防プランの作成や家

族や専門職との連携に対して負担を感じている状況であります。 

今後、医療関係者との連携を充実させるためでは、情報を共有するためのルールを定めるが最も高

い割合を占めています。負担を感じる業務において、主治医や専門職との連絡・調整が上位に挙げら

れていることからも、情報共有のルールを定めることで、負担が減ると考えられている結果が表れて

いると考えられます。 

 

【【３３．．ケケアアププラランンににつついいてて】】  

ケアプラン作成時など、業務上で判断に悩んだ場合の対応では、保険者に相談しているが約８割と、

多くのケアマネジャーが判断に悩んだ場合、保険者に相談している状況となっています。 

ケアプラン作成時のインフォーマルサービスの活用状況では、活用しているが約８割と、多くのケ

アマネジャーがインフォーマルサービスを活用しており、活用しているインフォーマルサービスでは、

配食サービス、移送サービス（介護、福祉タクシー等）が上位に挙げられています。 

 

【【４４．．介介護護保保険険ササーービビススににつついいてて】】  

居宅介護サービス計画書の作成または見直し時に、充実させるべきと感じるサービスとして上位に

挙げられている項目では、居宅介護については、訪問介護、医療型ショートステイ、訪問看護、通所

リハビリテーション、介護予防については、通所介護・地域密着型通所介護、訪問看護、通所リハビ

リテーション、福祉用具貸与となっています。 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスへのイメージでは、どのような状態像に適したサービ

スなのかイメージできないは約３割と、サービスへのイメージを持っているケアマネジャーが多く、

重度の要介護向けのサービス、医療対応が必要な方向けのサービスとして認識されている傾向がみら

れます。また、介護報酬の算定が複雑だと感じている割合は約７割となっています。 

小規模多機能型居宅介護サービスへのイメージでは、利用者や家族にあまり知られていないが９割

を超え、非常に高い割合となっています。どのような状態像に適したサービスなのかイメージできな

いは約３割と、サービスへのイメージを持っているケアマネジャーが多く、認知症の方向けのサービ

ス、介護報酬が定額なので利用者の状態に応じて柔軟な利用が可能なサービスであると認識されてい
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る傾向がみられます。また、他の事業所を利用できなくなるので、利用につながりにくいと感じてい

る割合が約７割となっています。 

高齢者虐待が疑われる事例を経験したことがあるかでは、あるが約７割と半数を超えており、虐待

が疑われる状態に気づいたときの通報先は、地域包括支援センターへ連絡したが９割を超える結果と

なっています。 
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第Ⅷ部 高齢者福祉・介護実態調査結果のまとめ  
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第Ⅷ部 高齢者福祉・介護実態調査結果のまとめ  
  

  

  

  

    


